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１．はじめに

明石海峡大橋を超える規模の超長

-1大橋の補剛桁として、筆者らは図

に示すような開口部を有する箱桁断

面について検討を進めている。この

断面が非常に良好なフラッター特性
１）を示す断面であることは既に報告

している。しかし、超長大橋が必要

となるような場所は風環境も厳しい場合も考えられる

ことから、強風による車の走行への影響を軽減させる

ための遮風壁がこの断面の耐風安定性に与える影響に

ついて調査を行った。

２．バネ支持模型試験結果

遮風壁の影響の調査は、当研究所所有の非定常空気

力風洞を用い、表 に示す条件を基本としたバネ支持-1

模型試験により行った。

遮風壁の高さは とし、まず図 に示すメッシュタ3m -2

イプの遮風壁により、充実率及び路面付近の開口の影

響を調査した。路側防護柵は車線構成の関係より耐風安定化

部材であるガイドベーンに近接していることから、遮風壁の

支柱と防護柵の支柱を共用するような構造を採用している。

試験結果は図 に示すとおりである。遮風壁の設置により-3

質量、極慣性モーメント及び振動数等の試験条件が変化する

ため、試験結果は、各試験条件における 式によるフラSelberg

ッター風速で実験値を除した値（形状補正係数：κ）により

整理を行った。

タイプＡの様に全面を覆うようなメッシュを設置した場合、

断面の耐風安定性は充実率の影響を大きく受けている。充実

率が低い場合には遮風壁を設置しない場合よりもフラッター

特性は向上しているが、充実率の増加と共にフラッター特性

は悪化している。それでもκの値は を越えており、なお耐2.0
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図 開口部を有する箱桁断面-1
表 バネ支持模型試験条件-1

縮 尺 １／８５

4.100 kg/model質 量

0.078 kg m /model極慣性モーメント ･ 2

1.145 Hzた わ み
振動数

1.546 Hzね じ れ

0.04構 造 た わ み

0.02減 衰 ね じ れ

0.406 m桁 幅

0.045 m桁 高

0.980 m模 型 長
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図 遮風壁(メッシュタイプ、単位 )-2 :mm
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風特性は良好であると考えられる。

しかし、渦励振に着目すると、いず

れのケースも遮風壁を設置しない場

合よりも大きな振幅となっており、

その値も充実率の増加と共に増大し

ている。

一方、路面側から を開口したタ1m

イプＢは、遮風壁を設置しない場合

よりもフラッター特性は若干下がる

ものの、充実率影響をあまり受けて

おらず、κの値も 程度であり比較2.3

的良好な耐風特性を有していると考

えられる。また、渦励振振幅はタイ

プＡよりも小さな値となっている。

特に充実率 ではほとんど渦励振40%

振幅が消失している。

次に、メッシュタイプ以外の遮風

壁(図 )について調査を行った。充実-4

率は、メッシュタイプにおいて渦励

振の振幅が最小になっている と40%

して実験を行った。

試験結果は、図 に示すとおりで-5

あり、タイプＤとタイプＦについて

は、フラッター特性は若干低下する

ものの、遮風壁を設置しない場合よ

りも渦励振振幅が抑えられている。

３．まとめ

元々良好な耐風特性を有する開口

部を有する箱桁断面に遮風壁を設置

した場合の耐風性について調査を行

った。その結果、遮風壁の設置によ

りフラッター特性は若干低下するも

のの、充実率 程度で路面付近を40%

開口した遮風壁を設置することによ

り渦励振をある程度抑制できること

が明らかとなった。
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図 遮風壁の影響(メッシュタイプ)-3
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図 遮風壁（バータイプ、単位 ）-4 :mm

図 遮風壁の影響(バータイプ)-5
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